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教 育 委 員 会 規 則

　鳥取県立高等学校の通学区域の見直しに伴う関係教育委員会規則の整備に関する規則をここに公布する。

　　平成18年６月９日

 鳥取県教育委員会委員長　　山　　　田　　　修　　　平　　

鳥取県教育委員会規則第16号

　　　鳥取県立高等学校の通学区域の見直しに伴う関係教育委員会規則の整備に関する規則

（鳥取県立学校管理規則の一部改正）

第１条  鳥取県立学校管理規則（昭和51年鳥取県教育委員会規則第９号）の一部を次のように改正する。

　　次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分を同表の改正後の欄中下線が引かれた部分に改める。

改正後 改正前

（高等学校の通学区域）                                   

第４条　高等学校の通学区域は、県全域とする。

（高等学校の通学区域）

第４条　高等学校の通学区域は、別に教育委員会規則

で定める。

（鳥取県立高等学校学則の一部改正）

第２条　鳥取県立高等学校学則（昭和51年鳥取県教育委員会規則第10号）の一部を次のように改正する。

　　次の表の改正前の欄中項の表示に下線が引かれた項（以下この条において「移動項」という。）に対応する

同表の改正後の欄中項の表示に下線が引かれた項（以下この条において「移動後項」という。）が存在する場

合には、当該移動項を当該移動後項とし、移動項に対応する移動後項が存在しない場合には、当該移動項（以

下この条において「削除項」という。）を削る。
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　　次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（項の表示及び削除項を除く。以下この条において「改正部分」

という。）に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分（項の表示を除く。以下この条において「改正

後部分」という。）が存在する場合には、当該改正部分を当該改正後部分に改め、改正部分に対応する改正後

部分が存在しない場合には、当該改正部分を削る。

改正後 改正前

（全日制又は定時制の課程の第１学年への入学）

第13条　略                                               

２　略

（編入学）

第16条　略

２及び３　略

４　第14条第２項から第４項までの規定は、編入学に

ついて準用する。

（転入学）

第17条　略

２　略

３　第14条第２項から第４項までの規定は、転入学に

ついて準用する。

（再入学）

第18条　略

２　第14条第２項から第４項まで及び第16条第３項の

規定は、再入学について準用する。

第19条の２　生徒は、保護者（当該生徒に対して親権

を行う者（親権を行う者のないときは後見人）をい

い、当該生徒が成年者の場合はこれに準ずる者をい

う。以下同じ。）が鳥取県の区域内（以下「県内」

という。）に居住していない場合は、保証人を置か

なければならない。                           

２　前項の保証人は、県内に居住している成年者でな

ければならない。

様式第４号（第19条関係） 

（全日制又は定時制の課程の第１学年への入学）

第13条　略

２　前項に規定するもののほか、全日制又は定時制の

課程の第１学年への入学の志願については、鳥取県

立高等学校の通学区域に関する規則（昭和30年鳥取

県教育委員会規則第１号）に規定するところによる。

３　略

（編入学）

第16条　略

２及び３　略

４　第13条第２項及び第14条第２項から第４項までの

規定は、編入学について準用する。

（転入学）

第17条　略

２　略

３　第13条第２項及び第14条第２項から第４項までの

規定は、転入学について準用する。

（再入学）

第18条　略

２　第13条第２項、第14条第２項から第４項まで及び

第16条第３項の規定は、再入学について準用する。

第19条の２　生徒は、保護者（当該生徒に対して親権

を行う者（親権を行う者のないときは後見人）をい

い、当該生徒が成年者の場合はこれに準ずる者をい

う。以下同じ。）が鳥取県立高等学校の通学区域に

関する規則第２条に定める通学区域（以下「通学区

域」という。）内に居住していない場合は、保証人

を置かなければならない。

２　前項の保証人は、通学区域内に居住している成年

者でなければならない。

様式第４号（第19条関係） 
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　略 　略

　備考  １　保証人は、保護者が県内に居住していな

い場合のみ記入する。　

　　　　２　保証人は、県内に居住する成年者とする。

　　　　３　略 

　備考  １　保証人は、保護者が通学区域内に居住し

ていない場合のみ記入する。

　　　　２　保証人は、通学区域内に居住する成年者

とする。 

　　　　３　略 

（鳥取県県立高等学校の単位制による全日制、定時制及び通信制の課程の運営の特例に関する規則の一部改正）

第３条　鳥取県県立高等学校の単位制による全日制、定時制及び通信制の課程の運営の特例に関する規則（平成

元年鳥取県教育委員会規則第１号）の一部を次のように改正する。

　　次の表の改正前の欄中項の表示に下線が引かれた項（以下この条において「移動項」という。）に対応する

同表の改正後の欄中項の表示に下線が引かれた項（以下この条において「移動後項」という。）が存在する場

合には、当該移動項を当該移動後項とし、移動項に対応する移動後項が存在しない場合には、当該移動項（以

下「削除項」という。）を削る。

　　次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（項の表示及び削除項を除く。以下この条において「改正部分」

という。）に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分（項の表示を除く。以下この条において「改正

後部分」という。）が存在する場合には、当該改正部分を当該改正後部分に改め、改正部分に対応する改正後

部分が存在しない場合には、当該改正部分を削る。

改正後 改正前

（入学）     

第４条　略   

２　前項に規定するもののほか、単位制による課程の

うち通信制の課程への入学の志願については、通信

教育規則に規定するところによる。

３　略

（編入学）

第６条　略

２及び３　略

４　第４条第２項及び前条第２項から第４項までの規

定は、単位制による課程への編入学について準用す

る。

（転入学）

第７条　略

２　略

（入学）     

第４条　略

２　前項に規定するもののほか、単位制による課程の

うち全日制及び定時制の課程への入学の志願につい

ては、鳥取県公立高等学校通学区域に関する規則（昭

和30年鳥取県教育委員会規則第１号）に規定すると

ころによる。

３　第１項に規定するもののほか、単位制による課程

のうち通信制の課程への入学の志願については、通

信教育規則に規定するところによる。

４　略

（編入学）

第６条　略

２及び３　略

４　第４条第２項及び第３項並びに前条第２項から第

４項までの規定は、単位制による課程への編入学に

ついて準用する。

（転入学）

第７条　略

２　略
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３　第４条第２項及び第５条第２項から第４項までの

　規定は、単位制による課程への転入学について準用

する。

（再入学）

第８条　略

２　第４条第２項、第５条第２項から第４項まで及び

第６条第３項の規定は、単位制による課程への再入

学について準用する。

３　第４条第２項及び第３項並びに第５条第２項から

　第４項までの規定は、単位制による課程への転入学

について準用する。

（再入学）

第８条　略

２　第４条第２項及び第３項、第５条第２項から第４

項まで並びに第６条第３項の規定は、単位制による

課程への再入学について準用する。

（鳥取県立高等学校の通学区域に関する規則の廃止）

第４条　鳥取県立高等学校の通学区域に関する規則（昭和30年鳥取県教育委員会規則第１号）は、廃止する。

　　　附　則

（施行期日）

１　この規則は、平成19年４月１日から施行する。

（準備行為）

２　改正後の鳥取県立高等学校学則第13条及び第16条から第18条までの規定並びに改正後の鳥取県立高等学校の

単位制による全日制、定時制及び通信制の課程の運営の特例に関する規則第４条及び第６条から第８条までの

規定による入学、編入学、転入学及び再入学並びにこれらに関し必要な手続その他の行為は、この規則の施行

前においても行うことができる。


